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1. アメリカザリガニ連続捕獲装置の開発 

大崎市里山のため池ではシナイモツゴやゼニタナゴなど豊かな自然を守るた

め、アメリカザリガニの防除と取り組んでいます。捕獲作業を効率化するため

2016 年に自動給餌機を備えた連続捕獲装置を開発し、１週間に一度の作業で１

台当たり 50～200 頭の捕獲回収が可能になりました。約 20ａのため池に 5～６

台設置し毎月 2～4回捕獲回収することにより、１年後には雌雄成体の生息密度

を捕獲開始前の 1/5程度に減少させることができました。 

2019 年には、この装置をさらに簡単化して、捕獲効率を維持しながら作業効

率を高めると同時にコストダウンを図るため、自動給餌機を使用しない連続捕

獲装置を開発しました（図 1）。これにより、アメリカザリガニをだれでも長期

にわたり効率良く捕獲できるようになりました。 

 

 

 



2. 連続捕獲装置マニュアル：誘引餌、給餌、設置、回収 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本装置は特許を取得しており、無許可で複製しないでください。また、使用

に際しては都道府県の特別採捕許可を得る必要があります。 

 


